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フィルム型ペロブスカイト太陽電池は、印刷法で作製でき、シリコン系太陽電池にはないフレ

キシブルさと軽量さを兼ね備えている。その特徴から湾曲部や耐荷重の問題で太陽電池を今まで

おくことができなかった場所に置くことができるようになり、様々な産業へ太陽光発電を導入及

び応用することができると考えられ注目されている。しかし、ペロブスカイト太陽電池は、歩留

まりよく作製することが難しく、フィルム型では耐熱性が低いため各層作製のアニーニング処理

を適切に行えないなど課題も多い。これまで、我々の研究室では、基礎研究として 2.5 cm×2.5 cm

の ITO-ガラス基板にコンパクト層、ペロブスカイト層、HTM 層の順構造ペロブスカイト太陽電

池を低温成膜により作製する研究を行ってきた。また、最近では、DC モータによる自動滴下シス

テムを要したスピンコータを開発し、太陽電池を歩留まりよくかつ高性能な太陽電池の作製条件

の最適化を行ってきた。今回、この研究成果を利用し、スピンコート法を用いて、高性能のフィ

ルム型ペロブスカイト太陽電池モジュールを作製する条件検討を行った。 

スピンコート法によるペロブスカイト層の

成膜に際に、重要なポイントが適切な貧溶媒滴

下である。貧溶媒滴下条件は、滴下量、滴下速

度、滴下タイミングなどであるが、基板の面積

が変わると、その条件も変更する必要がある。

また、スピンコート法では、基板の面積大きく

なるとスピン中心部から離れた外周部での速

度が大きくなるため、溶液の組成について再検

討した。そこで、ペロブスカイト溶液の濃度を、

通常の実験で作製している 2.5cm×2.5cm の

ITO-ガラス基板で成膜する場合とは大きく変えた溶媒組成の溶液を使用し 12 cm×9 cm の

ITO-PENフィルム(シート抵抗 12 /□)にペロブスカイト層の成膜を行った。作製した太陽電池を

2.5 cm × 2.5 cmにカットしたのち、3 mm角の金電極を蒸着し、太陽電池を測定したところ、最

高変換効率 13.54 %を達成した。太陽電池の変換効率と、透明導電基板への基板処理条件および

塗布溶液の滴下条件を改善し、短時間で濡れ性を向上させる方法について検討した。 

Figure 1. IV characteristics of a MAPbI3 perovskite solar 

cell (active area 0.09 cm2) from an ITO-PEN (125 m in 

thickness) with a size of 12 cm×9 cm fabricated by a spin 

coating method.  

Jsc / mA・cm⁻² Voc / V Fill Factor Efficiency / %

FORWARD 19.42 0.98 0.71 13.54

REVERSE 19.44 0.94 0.68 12.32

AVERAGE 19.43 0.96 0.68 12.62
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